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い、IT 介入群が従来介入群に比し、有意な Body Mass Index (BMI)の減少を認めたことを中心に
報告している。 


































よると、IT 機器や IT 機器を使える環境、およびそれらを用いて行動変容を支援することをよく
教育されたスタッフが関わり双方向のコミュニケーションが可能であった場合に有用と報告され
ている。本論文においても、第 1 章、第 2 章では、先行研究と同様にメールによりコミュニケー
ションを十分とれたことが体重や腹囲の減少等につながったと考えられたとしている。さらに、
第 5 章の結果では、行動変容の際のセルフモニタリングの方法について、体重や歩数が必ずしも
自己にて記録するといった行動によって認知されるとは限らず、自動的に記録された数値を振り
返ることであっても十分な結果を得られることを示唆している。 
現在では、パソコンや携帯電話に加えて、スマートフォンやタブレット型コンピューターの普
及がすすみ、さらに自宅や職場のみではなく、外出先のどこででもインターネットが接続でき情
報を得られる時代となっている。今後は、これらの新しい IT機器を用いることで、インターネッ
トを通じたコミュニケーションの強化やセルフケアに通じる血圧や体重の記録（セルフモニタリ
ング）の実施の簡便化が期待され、新しい IT機器は減量や生活習慣病の予防や改善に有用なツー
ルとしてさらに発展することが期待され、更なる研究の展開が望まれる有望な分野に先鞭を付け
た研究と位置付けられる。 
以上の内容により、審査委員会は本論文が博士（学術）の授与に値するものと認めた。 
 
 
 
 
